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台
風
５
号

50
年
に
一
度
の

　

大
雨
も
た
ら
す

平
成
26
年
以
来
、
３
年
ぶ

り
に
台
風
本
格
襲
来

　

７
月
21
日
に
太
平
洋
上
で
発
生

し
た
台
風
５
号
は
長
い
迷
走
を
経

て
８
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
、

喜
界
島
と
奄
美
大
島
の
一
部
を
暴

風
域
に
巻
き
込
み
な
が
ら
奄
美
大

島
の
北
の
海
上
を
ゆ
っ
く
り
と
北

上
し
た
。

　

町
は
４
日
午
前
８
時
30
分
に
災

害
警
戒
本
部
を
設
置
し
、
情
報
収

集
に
当
た
る
と
と
も
に
町
内
の

３
８
６
８
世
帯
、
７
２
７
３
人
全

員
に
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
情
報
を
発
表
し
た
。
平
成
26

年
以
来
、
３
年
ぶ
り
の
台
風
本
格

襲
来
に
町
民
ら
も
不
安
を
募
ら
せ
、

５
月
に
落
成
し
た
ば
か
り
の
町
防

災
食
育
セ
ン
タ
ー
に
開
設
し
た
避

難
所
に
は
、
４
世
帯
５
人
の
町
民

が
避
難
し
た
。
ま
た
、
４
日
午
後

に
は
、
役
場
も
災
害
対
応
部
署
や

窓
口
を
除
く
職
員
の
自
宅
待
機
を

決
定
し
た
。

台
風
通
過
後
も
記
録
的
な

大
雨
に
見
舞
わ
れ
る

　

４
日
夜
か
ら
５
日
未
明
に
か
け

て
風
雨
と
も
に
強
ま
り
を
見
せ
た

が
、
進
路
が
当
初
よ
り
北
に
ず
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
５
日
の
昼
前
に

は
収
ま
り
を
見
せ
始
め
た
。
そ
の

状
況
を
受
け
町
は
、
５
日
午
後
１

時
に
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
情
報
を
解
除
し
、
同
セ
ン

タ
ー
の
避
難
所
を
閉
鎖
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
間
も
な

く
強
い
雨
が
降
り
出
す
と
あ
っ
と

い
う
間
に
土
砂
降
り
に
な
り
、
午

後
１
時
40
分
に
は
気
象
庁
か
ら
土

砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ

た
。
そ
の
後
の
４
時
間
余
り
で

１
６
０
㍉
も
の
猛
烈
な
雨
が
降

り
、
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
総
雨

量
は
５
３
０
㍉
を
記
録
し
、
ま
さ

に「
50
年
に
一
度
」の
大
雨
と
な
っ

た
。
町
も
再
度
体
制
を
立
て
直
し
、

災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
と
と

も
に
避
難
所
の
開
設
や
床
下
浸
水

へ
の
対
応
、
崖
崩
れ
箇
所
の
確
認

な
ど
災
害
対
応
に
追
わ
れ
た
。

島
内
各
所
に
災
害
の
爪
痕

農
作
物
へ
の
影
響
懸
念

　

被
災
直
後
の
状
況
を
ま
と
め
る

と
大
雨
・
高
潮
・
土
砂
流
出
等
に

よ
る
通
行
止
め
10
カ
所
。
土
砂
崩

れ
６
カ
所
。
大
雨
に
よ
る
冠
水
２

カ
所
。
床
下
浸
水
１
件
。
喜
界
中

学
校
の
雨
水
排
水
溝
づ
ま
り
に
よ

り
校
舎
２
階
、
１
階
の
天
井
及

び
床
が
浸
水
。
農
作
物
へ
の
被

害
額
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
白
ゴ

マ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
合
計
で
約

７
８
０
０
万
円（
8
月
14
日
時
点
）。

想
定
外
だ
っ
た
大
雨 　
　

今
後
へ
の
課
題

　
「
島
は
大
き
な
川
が
無
く
急
峻

な
地
形
で
も
な
い
た
め
、
大
雨
に

よ
る
被
害
に
は
強
い
」。
歴
代
防

災
担
当
者
の
共
通
認
識
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
今
回
は

想
定
外
の
「
50
年
に
一
度
」
の
大

雨
に
よ
り
、
そ
の
認
識
が
崩
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
災
害
警
戒
本
部
を

一
旦
解
除
し
た
こ
と
で
、
大
雨
へ

の
対
応
が
後
手
に
回
っ
た
部
分
が

あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

総
務
課
消
防
防
災
係
の
豊
島
主

査
は
「
今
回
は
「
50
年
に
一
度
」

と
い
う
想
定
外
が
起
き
た
。
人
的

被
害
が
出
な
か
っ
た
の
が
不
幸
中

の
幸
い
。
防
災
に
お
い
て
想
定
外

と
い
う
言
い
訳
は
通
用
し
な
い
の

で
、
担
当
と
し
て
今
回
の
件
を

し
っ
か
り
反
省
す
る
と
と
も
に
今

後
予
定
さ
れ
て
い
る
防
災
訓
練
の

中
で
そ
こ
を
生
か
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
役
場
内
部
で
の
災
害
初
動

対
応
訓
練
等
も
定
期
的
に
行
っ
て

い
く
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

　

50
年
に
一
度
や
1
0
0
年
に

一
度
と
言
わ
れ
る
規
模
の
災
害
が

起
こ
っ
た
時
は
自
分
個
人
の
経
験

則
が
役
に
立
た
ず
危
険
。
町
民
の

皆
さ
ん
も
安
易
に
災
害
現
場
に
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

と
振
り
返
っ
た
。

車のヘッドライトが見えなくなるほど冠水した道路（池治）車のヘッドライトが見えなくなるほど冠水した道路（池治）

８月４日夜半に喜界島へ最接近
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蒲生集落から中西公園へ上がっていく町道の大規模な土砂崩れ

集落内の道路がまるで川のような状況に（池治） 側溝から水が溢れ道路が川のように（塩道）

土砂崩れで片側車線が封鎖（浦原）高潮によって削られたアスファルト道路（志戸桶）

暴風でなぎ倒された白ゴマ（荒木）大雨により冠水した畑（塩道）
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日
頃
か
ら
の
備
え
が
肝
要　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
！

　

皆
さ
ん
は
喜
界
町
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
町
指

定
の
避
難
所
一
覧
や
大
雨
時
に
気

を
つ
け
た
い
①
山
腹
崩
壊
危
険
地

区
、
②
崩
壊
土
砂
流
出
危
険
地
区
、

③
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
が
地

図
上
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
地
震
・
津
波
災
害
や
高

潮
災
害
を
想
定
し
て
、
海
岸
線
の

０
〜
20
㍍
ま
で
の
土
地
に
５
㍍
ご

と
に
色
が
変
わ
る
標
高
色
を
付
け

て
あ
る
。
こ
の
標
高
色
を
参
考
に

し
な
が
ら
地
震
･
津
波
時
の
避

難
ル
ー
ト
を
確
認
す
る
こ
と
も
で

き
る
。

　

そ
の
他
に
、
津
波
発
生
の
仕
組

み
や
津
波
の
速
度
、
避
難
時
の
心

得
な
ど
と
大
変
役
に
立
つ
情
報
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
機
会
に

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
し
っ
か
り
と

目
を
通
し
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
喜
界
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
防
災
情
報
」

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

役
場
総
務
課
で
配
布
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
機
会
に
入
手
し
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

防
災
行
政
無
線
で
情
報
入
手

　

町
内
全
世
帯
に
防
災
行
政
無
線

の
個
別
受
信
機
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
台
風
が
近
づ
い
て
き
た
り
、

地
震
災
害
が
起
き
た
時
な
ど
は
、

町
か
ら
防
災
情
報
が
流
さ
れ
る
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登

録
手
続
き
を
す
れ
ば
メ
ー
ル
で
も

情
報
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

メ
ー
ル
配
信
登
録
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
画
面
下
の
「
防
災

無
線
放
送
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
行

う
。
防
災
に
関
す
る
問
合
せ
に
つ

い
て
は
、
役
場
総
務
課
消
防
・
防

災
係
（
☎
65
ー
1
1
1
1
）
へ

問
合
せ
を
。

喜界町ハザードマップ喜界町ハザードマップ   
防災行政無線放送のメール配信登録方法

② ここをクリックし
てアドレス登録

①ここをクリック

喜界町ホームページ
トップ画面
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教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

　

去
る
７
月
２
日
（
日
）
に
標
記
講
座
が

開
催
さ
れ
、
町
内
各
団
体
か
ら
約
90
名
が

受
講
し
ま
し
た
。

　

講
義
Ⅰ
で
は
、
子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
対

象
の
団
体
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
演
習

を
行
い
、「
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
会
の

在
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
を
出
し
合
い
、
各
地
域
を
盛
り

上
げ
る
た
め
の
有
意
義
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
重
要
性
は
十
分
理

平
成
29
年
度
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
を
開
催

解
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が
将
来
の
島

の
た
め
に
も
な
る
の
で
、
講
義
の
時
間

を
増
や
し
た
り
、
活
動
機
会
を
増
や
し
、

町
民
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。」
と
の
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

講
義
Ⅱ
で
は
、
女
性
団
体
や
高
齢
者
団

体
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
健

福
祉
課
の
職
員
に
よ
る
「
地
域
の
支
え
」

と
題
し
、
各
地
域
で
の
高
齢
者
を
見
ま
も

る
必
要
性
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

講
義
Ⅲ
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

職
員
に
よ
る
、
城
久
遺
跡
群
や
手
久
津

久
・
荒
木
地
区
の
発
掘
調
査
の
現
状
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
島

の
大
き
な
財
産
だ
。
島
か
ら
多
く
の
情
報

を
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
体
験
し
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、

お
互
い
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
充
実
し
た
研
修
だ
っ

た
と
思
う
が
毎
年
同
じ
な
よ
う
な
内
容
な

の
で
、
も
う
少
し
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、

じ
種
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
ひ
ま
わ
り
が
育

ち
ま
す
。「
お
互
い
が
気
持
ち
よ
く
生
活

し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
」
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

よ
り
充
実
し
た
研
修
会
を
望
む
。」「
人
権

教
育
も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。」
な
ど
の

意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
標
記
研
修
会
で
す

が
、
町
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

一
人
で
も
多
く
の
町
民
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
努
力
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

楽しく学ぶ「ワークショップ」楽しく学ぶ「ワークショップ」

講義の合間のリラックス体操講義の合間のリラックス体操
　

皆
さ
ん
は
「
人
権
」
や
「
同
和
問
題
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
「
人
権
」
と
は
、
私
た
ち
が
幸
せ
に
生

き
る
た
め
の
権
利
で
、
人
種
や
国
籍
、
性

別
、
言
語
等
を
超
え
て
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
持
っ
て
い
る
権
利
で
す
。
家
庭
・

地
域
・
職
場
・
学
校
な
ど
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
誰
も
が
人
権
の
考
え
方
を
尊
重
す
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
人
権
が
私
た
ち
の
日
常

生
活
の
中
に
「
文
化
」
と
し
て
定
着
し
、

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
社
会
が
実
現
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

人
権
の
花
と
し
て
「
ひ
ま
わ
り
」
を
育

て
る
運
動
が
あ
り
ま
す
。
人
権
を
大
切
に

す
る
心
を
育
て
、
ひ
ま
わ
り
の
花
の
よ
う

に
、
一
人
一
人
の
心
に
思
い
や
り
の
大
き

い
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

育
ち
方
に
も
違
い
が
あ
り
、
す
ぐ
に
芽

を
出
す
ひ
ま
わ
り
、
早
く
花
が
咲
き
、
実

（
種
）
を
つ
け
る
ひ
ま
わ
り
、長
い
間
し
っ

か
り
と
咲
い
て
い
る
ひ
ま
わ
り
な
ど
、
同

８
月
は「
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」

で
す
。

　

本
年
度
４
月
に
喜
界
町
の
全
小
・
中
学

校
で
実
施
さ
れ
た
標
準
学
力
検
査
Ｎ
Ｒ
Ｔ

の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

喜
界
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
再
編

か
ら
着
実
に
学
力
が
向
上
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
一
人
一
人
が
意
欲
を
も
っ
て

学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
学
校
と
保
護

者
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
声
か
け
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

小学校は国語、社会、算数、理科の平均値。中学校は国語、社会、小学校は国語、社会、算数、理科の平均値。中学校は国語、社会、
数学、理科、英語の平均値。グラフの数字は偏差値の平均で、数学、理科、英語の平均値。グラフの数字は偏差値の平均で、
赤い線の50が全国平均値になります。赤い線の50が全国平均値になります。

 

標
準
学
力
検
査
Ｎ
Ｔ
Ｒ
の
結
果
に
つ
い
て
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第第
7171
回
県
民
体
育
大
会
・
第

回
県
民
体
育
大
会
・
第
5858
回
大
島
地
区
大
会

回
大
島
地
区
大
会

地
元
開
催
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

地
元
開
催
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　

団
体
は
表
彰
台
逃
す
も
見
せ
場
作
る

　

団
体
は
表
彰
台
逃
す
も
見
せ
場
作
る

　

第
71
回
県
民
体
育
大
会
・
第
58

回
大
島
地
区
大
会
が
７
月
15
・
16

日
を
中
心
と
す
る
日
程
で
大
島
地

区
内
の
各
市
町
村
で
開
催
さ
れ
た
。

　

喜
界
会
場
で
は
16
日
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
が
開
催
さ
れ
、
地

元
開
催
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る

中
、
選
手
た
ち
は
精
一
杯
の
プ
レ
ー

を
見
せ
健
闘
し
た
。
団
体
戦
は
表

彰
台
に
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
個

人
戦
で
松
山
ま
ゆ
み
選
手
が
プ
レ
ー

オ
フ
を
制
し
、
74
才
以
下
女
子
の
部

で
見
事
優
勝
を
飾
っ
た
。
松
山
選
手

は
、
14
日
に
奄
美
市
で
開
催
さ
れ

た
ゴ
ル
フ
競
技
で
も
個
人
戦
女
子
の

部
で
２
位
に
入
る
活
躍
を
見
せ
た
。

　

島
外
で
行
わ
れ
た
競
技
で
は
、
陸

上
男
子
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
、
卓

球
男
子
が
団
体
準
優
勝
、
個
人
で

は
、
陸
上
競
技
や
卓
球
競
技
を
筆

頭
に
多
数
の
選
手
が
優
勝
を
含
む

上
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

ナイスプレーにチームメートとグータッチ

地元の熱い声援に力をもらいます

値千金のホールインワンも３つとりました

大会運営に多くの方が尽力しました　地女連の皆さん

喜界町チーム　左から神田選手（湾）、乾選手（湾）、高岡選手（赤連）、松山選手（嘉鈍）、幸一美選手（湾）、幸みえ選手（湾）
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開催地 競技名 優勝 ２位 ３位 試 合 結 果

奄美市

陸上男子 奄美市 喜界町 瀬戸内町 総合順位男子第２位

【男子】 ▷ 40歳代３,000ｍ②矢田友幸▷50歳代2,000ｍ③平國男▷高校100ｍ①大山健人11秒30▷高校
400ｍ①久保龍助53秒 47▷共通 400ｍリレー②喜界▷高校走り幅跳び③岡本優▷高校砲丸投げ②
櫻井海▷30歳代砲丸投げ②德孝則▷40歳代砲丸投げ①野間之弘13ｍ56

【女子】▷共通3,000ｍ③上園田ゆき乃▷共通400ｍリレー③喜界
ソフトテニス
男子 瀬戸内町 喜界町 奄美市

和泊町
【準決勝】喜界３－２奄美　
【決　勝】瀬戸内２－３喜界

ゴルフ【個人】
女子の部 悦田雅美 松山まゆみ

（喜界） スコア85

喜界町
グラウンド・
ゴルフ【個人】
74歳以下女子

松山まゆみ
（喜界） 打数29

瀬戸内町

バスケット
ボール男子 奄美市 瀬戸内町 喜界町

龍郷町 【準決勝】奄美91－48喜界

バスケット
ボール女子 奄美市 瀬戸内町 喜界町

知名町 ４チーム総当たり

卓球【団体】
男子 奄美市 喜界町 瀬戸内町

和泊町
【準決勝】喜界３－０和泊
【決　勝】奄美０－３喜界

卓球【個人】
30代男子

吉村幸三
（喜界） 里村（奄美） 宮下慎太郎

（喜界）
卓球【個人】
30代女子 佐平（天城） 吉村紗也香

（喜界） 禱（奄美）

知名町 軟式野球 奄美市 伊仙町 喜界町
龍郷町 【準決勝】奄美３－１喜界

和泊町 ゲートボール 宇検村 天城町 喜界町
奄美市笠利 【準決勝】天城１８－７喜界

与論町

相撲【団体】
一般２部 与論町 奄美市笠利 喜界町

奄美市名瀬

相撲【個人】
青年 吉川（与論） 蘇（瀬戸内）

三田美将大
（喜界）
隈元（龍郷）

＊入賞競技のみ掲載【敬称略】

第71回県民体育大会第58回大島地区大会各競技別成績

個人戦女子の部は３人によるプレーオフでの決着に！表彰される松山選手 勝利へのショット

左から卓球個人男子優勝、同女子２位の吉村夫妻 卓球競技選手団　前列左端が個人男子３位の宮下選手
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　報告・説明会を開催！
喜界島薬草農園

喜界島薬草農園の報告・説明会が７月12日、幸陽苑
にて開催され栽培農家ら約30人が出席した。同園

は、健康食品の原材料として喜界島産のボタンボウフウ
（方言でサクナー）を取り扱うため、平成 25年に阿伝小
学校跡地に設立された。同園の石原健夫代表（62）は「ボ
タンボウフウを使った新商品の機能性表示登録を予定し
ており、需要が見込める。農家の皆さんには増産に協力
してほしい」と呼びかけた。現在の栽培農家は約30戸で、
生葉の収穫量は１年目の4.6㌧から今期は19㌧と急増し
ている。喜界島産のボタンボウフウは、隆起サンゴ礁由
来のミネラルやポリフェノールを多く含むとされている。

説明を行う石原代表（左）

県園芸振興協議会大島支部主催の「第３回奄美
大島・喜界島マンゴー品評会」が８月３日、

奄美市名瀬のAiAi ひろば２階で開催された。２島
６市町村から 32 点の出品があり、喜界町の高岡果
樹園（赤連）が見事３年連続金賞の栄誉を手にし、
役場庁舎で賞状の伝達式が行われた。同園の高岡清
信さんは「今回の結果は、県や町の職員から指導し
ていただきながら妥協せずに取り組んできた成果。
今年のマンゴーは最高の出来となったので、より多
くの方に味わってほしい」と笑顔を見せた。

奄美大島・喜界島マンゴー品評会

　高岡果樹園が見事に３連覇！

喜界町畜産共進会

　美人牛コンテスト 島代表が決定！

平成29年度喜界町畜産共進会が 7月 20 日、町
家畜セリ市場で行われた。大会には、島内の

畜産農家から第 1部（10 ～ 14ヶ月齢）に 16 頭、第
２部（15 ヶ月齢～ 21ヶ月齢）に 28 頭が出場した。
今回は、3年に一度開催される「大島地区肉用牛振
興大会（JA経済連主催）」に出場する雌牛の選抜を
兼ねている。審査は、身体各部位の発育状況や毛並
み、四肢、乳房、歩様など大きく８項目の内容で採
点され、肉用牛として美しい雌牛が選ばれた。
　第 1部で 1席を獲った豊原芳宏さんは「喜界町は
10 月に与論町で開かれる大島地区大会で総合優勝 3

第1部第1席の きびひめ（豊原芳宏）

連覇がかかっている。牛の調教、手入れにしっかり
取り組み、3連覇を達成したい」と意気込みを語った。
【大会結果】▽第１部（10 ～ 14 ヶ月齢）第１席 き
びひめ 豊原芳宏・第２席 ちなつ 三田美孝行・第３
席 はなこ 西岡秀道・第 4席 みどりの 6 植田国夫・
第５席 ひめ 250 白水生産牧場　▽第２部（15ヶ月
齢～ 21ヶ月齢）第１席 みね 711 （株）ヤマサン・第
２席 ゆうま 栄里香・第３席 つらら 西久代・第４席 
ちか伏見健・第５席 ぐみひめ 6 豊原芳宏　▽第３
部（父兄群） ちか 伏見健・みさえ 園田満・つらら 
西久代【敬称略】赤文字は大島地区振興大会出場牛

第 2部第1席のみね 711（（株）ヤマサン）

賞状を伝達される高岡さん 高岡果樹園のマンゴー
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　地域見守り研修会開催！

保健福祉ネットワーク推進員並びに在宅福祉アド
バイザー研修会が７月14日、中央公民館旧館

ホールで約 120 人が参加し開催された。県社会福祉
協議会地域福祉部の池下主幹は、講演の中で「なぜ
見守りや生活支援に住民主体の活動が必要か」につ
いて、わかりやすく解説した。その後、パネルディスカッ
ションの活動事例報告として、羽里・山田集落民生委
員の盛光弘さんと荒木集落民生委員の碇山千恵子さん
と作井とも子さんが発表を行った。実際の活動を通し
ての成果や課題についての発表内容に、参加者らは相
づちを打ちながら真剣な様子で耳を傾けていた。

町社会福祉協議会

大勢の関係者が詰めかけ、真剣な様子で聞き入っていた

　ヒンニャでユラタンドー！
町長寿会連合会

町長寿会連合会女性委員会（武藤安子委員長）は
７月24日、特別養護老人ホーム喜界園を約40人

ほどで訪問し、会員手作りの紙製ゴミ入れやタオル製
フキンを入所者に寄贈した。また、当日は同園の誕生会
も開かれており、会員は園の職員と一緒に敬老音頭や
六調などを輪になって踊るなどし、誕生会を多いに盛り
上げた。入所者らも手拍子をしたり、手まきをして笑顔
を見せて賑やかな誕生会を楽しんでいた。最後に入所
者代表からお礼の言葉が述べられ散会したが、その後
も名残り惜しそうに交流する姿がしばらく続いていた。

輪になって敬老音頭　♪ア～ドッコイドッコイ♪

町と奄美警察署が協定を締結

　有事には役場庁舎に警察拠点を！

奄美警察署と喜界町は 7月 26 日、「警察署使用
不能時における施設提供に関する協定」を締

結した。これは、東日本大震災時に警察署機能が一
時的にマヒしたことなどを教訓にし、同署喜界幹部
派出所が使用不能になった際には警察活動の拠点と
して役場庁舎を提供するもの。同所が海抜 5㍍の低
地にあるのに対し、役場は海抜 23㍍の高台にあり
自家発電装置などの防災機能も併せ持っていること
などから今回の締結に至った。川島町長は「有事の
際は、高台にある役場で警察、消防、自衛隊なども
含めた関係機関が一体となり対応していける」と期
待を寄せた。

総会で表彰される優良農家

喜界町糖業振興会（川島健勇会長・町長）が主催
する『第 53回平成 29年度糖業振興会総会』が

７月26日、生産農家など約 200 人が参加し自然休養
村管理センターで開催された。川島会長は「昨年はキ
ビが大豊作だった。今年も単収向上を目指して頑張ろ
う。また、安定的な農業経営を支援する農業共済制
度への積極的な加入をお願いしたい」と呼びかけた。
　町農業振興課の担当者は「今年は少雨や病害虫に
よるサトウキビへの影響が懸念されていたが、今回の
台風による雨で一旦改善された。しかし、台風直撃が
今後の一番のリスクでもあるので、関係機関と連携し
ながら状況を注視していきたい」と話した。

左から川島町長、よろこびと、大川奄美警察署長

　今期も豊作を目指して！

町糖業振興会総会
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子どもたちの質問に回答する積山教育長 子ども議会終了後に皆で１枚

町議会議事堂において７月25日、子ども議会が開
催された。喜界小、早町小、喜界中学校から13

人の児童・生徒が参加した。子どもたちは、緊張した
面持ちながらしっかりと準備してきた成果を発揮し、ス
ムーズで堂々とした質問を行った。今回の質問は「希
少な隆起サンゴ礁の島を観光客にどのようにアピール
しているのか」、「喜界町の文化やおいしい食べ物を伝
えるためにどんな取り組みをしているか」、「海外からの
観光客向けの取り組みについて」の３つ。質問に対し
て町の担当課長が現状の取り組みなどについて説明を

「喜界小･早町小・喜界中」

行った。それを受けて子ども
たちは、さらなる取り組みに
ついての提案を行うなど活
発な意見交換が行われた。
　喜界小 6年の吉梨

りのん

音さん
は「とても緊張していたけど
最初の質問で緊張が解けた。
その後は、どんどん質問や
発表ができたのでよかった」
と笑顔で話した。

　子ども議会開催！！

１００スポーツクラブ主催によるサンセット健康
ウォークが７月１日、小野津ムチャカナ公園をス

タート・ゴール地点にして行われた。昨年から始まっ
た当イベントは今回が 2回目で、ムチャカナ公園をス
タートし、キビの一本道を往復して帰ってくる約９㎞
のコースと一本道の半分で折り返す約 6㎞のコースで
行われた。当日は天候も良く、夕暮れを眺めながら絶
好のウォーキング日和となった。家族連れや友人同士
での参加など 60名の参加者があり、各々のペースで
コースからの景色を楽しみながら歩いた。また、ゴー

１００（いちまるまる）スポーツクラブ

　サンセット健康ウォーク 2017 開催！
ル後には協賛企業からの提供品によるお楽しみ抽選
会も行われ、当たった景品を嬉しそうに抱える子ども
らの姿が見られた。梶原クラブマネージャーは「天候
に恵まれ笑顔もたくさん見られて、皆さんに喜んでも
らえた。今後もこのイ
ベントを通して、より
多くの方に健康づくり
の意識を持ってもらえ
るよう努めていきたい」
と意気込みを話した。

サンセットの名のとおり夕暮れを横目に見ながら

クルマエビゲットしたよ♪

気持ちのいい天気に皆さん足取りも軽やか

質問する早町小５年の中村陽
はるな

菜
さんと同５年の孝志瑛

えいた

太くん
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　手作り観光パンフレット完成！

喜界小学校６年生の児童たちが、国語の授業で
喜界島の観光パンフレットを作成した。５～８

人の班に分かれ約 10時間かけて作成したそうで、内
容は島の観光名所の紹介をはじめ海の生き物の紹介
や隆起サンゴ礁でできた島の説明、年間行事の掲載
などと充実したものとなっている。また、写真の切
り貼りや手書きのイラスト、カラフルな色使いなどで
見やすいよう工夫されている。このパンフレットは、
喜界島離発着の飛行機と旅客フェリーに置かれてお
り、８月いっぱいは手に取って見ることができる。

喜界小学校

表紙を見比べてみてもバリエーションに富んでいる

　県大会でベスト８！
喜界中学校野球部

第68回鹿児島県中学校野球大会が７月25日～ 27
日、鹿児島市を中心に開催され、喜界中学校野

球部が出場した。１回戦の平成・祁答院中学校（川薩
地区）を４－０で破り、２回戦の坂元中学校（鹿児島
市郡地区）を延長戦の末３－２で破りベスト８を決め
た。準々決勝では、松元中学校（鹿児島市郡地区）と
ベスト４進出をかけ対戦し、惜しくも０－２で敗れた。
　加島優太主将（３年）は「正直負けて悔しい気持ち
はあるが、２点ビハインドの最終回にツーアウトながら
もランナー２・３塁とし、攻撃の要である１番・吉留直
哉（３年）までつなげられたのはよかった。後輩たち
には県大会制覇を成し遂げてほしい」と思いを託した。

勝利後に県立鴨池球場前にて

　霧乃龍さんが初の幕下で勝ち越し！

本町塩道集落の出身で現在、陸
みちのく

奥部屋（親方：元
大関 霧島）に所属する力士の霧乃龍さんが幕下

デビューした。幕下での初取組となった７月名古屋場
所は、２連勝後の３連敗で後がなくなったところから
２連勝して見事に勝ち越した。霧乃龍さんは「勝ち越
せて素直にうれしい。今回は一つ下の 3段目の力士と
の取組が多く幕下力士とはあまり当たらなかったため、
それほど厳しさは感じなかった。ただし、次からは幕
下力士との取組が増えるので、しっかりと稽古に励ん
で勝てるようがんばりたい」と意気込みを話した。次
は両国国技館で行われる９月場所で勝ち越しを目指す。

相撲界の話題

　弓道でインターハイに出場！

湾出身 長島優くん

本町湾集落の出身で現在、鹿児島工業高校に通う
長島優

ゆう

くん（２年）が弓道男子団体の鹿児島県
代表として８月１日～４日、宮城県仙台市で開催され
た全国高等学校総合体育大会（通称：インターハイ）
に出場した。同校は２日に行われた予選を13中で通
過し、３日の決勝トーナメン
ト１回戦へ進出。小松工業
高校（石川）と対戦し、惜し
くも８－10で敗れた。優く
んは「全国大会出場が決ま
ると母校の喜界中学校に激
励の横断幕を掲げていただ
いた。大変ありがたく、心強
かった。インターハイは平常
心を保つのが難しく、力を十
分出し切れなかった。新チー
ムではキャプテンとして皆を
まとめ、来年全国の舞台でリ
ベンジしたい」と力を込めた。

霧
きりのりゅう

乃龍   昇
しょう

  さん（20）
本名　藤原  龍太郎
平成 9年生まれ　
塩道集落出身　
喜界中学校－陸奥部屋
平成 25 年 3月初土俵
最高位  東幕下 60 枚目
１８４㎝　１４０㎏
　　　　　　母   睦美

PROFILE

合宿で稽古に励む霧乃龍さん
インターハイ出場を決め
た県大会での優くん
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Topics　i n　KIKAIJIMA

ボランティア清掃

　ウミガメの産卵しやすい環境づくりを目指して！

毎朝、志戸桶集落天神浜には清掃をする３人の
町民の姿が見られる。昨年の５月頃から続け

ている活動で、浜にウミガメが産卵に訪れたことが
きっかけだという。ウミガメが産卵しやすい環境を
作ろうということで、毎日日が昇るのに合わせて清
掃を開始する。夏場は５時過ぎから、冬場は６時過
ぎから清掃を始める。当初、２時間ほどかかってい
た作業も今では 30 分～１時間弱作業で済んでいる。
確かに浜を見渡すと、ほとんどゴミが落ちておら
ず、雑草もある地点を境にしてきれいに除草されて
いる。ただ、今年はウミガメの上陸が未だ確認され
ていないという。メンバーの 1人は「ウミガメの上

清掃活動の成果で浜はゴミがほとんど見当たらない

陸を確認しようと夜に車のヘッドライトで浜を照ら
す人がいるが、ウミガメが警戒して帰ってしまうの
でやめてほしい。ウミガメを刺激しないよう静かに
見守ってほしい」と訴えた。
　島内では今年スギラビーチで２件の産卵が確認さ
れたが台風５号による高潮で卵がすべて流されてし
まった。ただでさえ厳しい
自然界で生きるウミガメた
ち。人為的な影響で繁殖活
動や生存が脅かされること
のないよう静かに見守って
いくことが大切だ。

毎朝の清掃の様子

赤連・佐藤さん宅

赤連集落の佐藤重満さん宅（68）の敷地内で、
３種の野鳥が同時期に子育てをしている様子

が観察された。その３種とはリュウキュウアカショ
ウビン、セッカ、キジバトだ。３種ともに島では
な
・ ・ ・
じみのある野鳥だが、同時期に民家の庭先で繁殖
するという事例はあまり聞いたことがない。
　奄美野鳥の会会長の鳥飼さんは「周りの環境や敷
地の広さにもよるので一概に珍しいかどうかはなん
ともいいきれないが、とても野鳥から愛されている
家だということは言えるだろう。住民の方が思いや
りの心で野鳥の子育てを見守っているので、こうい

左から餌を運ぶセッカの親鳥と巣の中のヒナ

うことが起きたのだろう」と
見解を示した。
　奥さんの良子さんは「今
回、我が家の庭先で３種同時
の子育てを見られてとても幸
せ。暇さえあればカメラ片手
に観察していた。セッカとア
カショウビンは、ヒナが無事
に巣立っていったのを見届け
た。来年もぜひ我が家で子育
てを」と笑顔を見せた。

巣で卵を温めるキジバト

　民家の庭先で３種の野鳥が同時に ! !

上：アカショウビンの巣穴
下：餌を運ぶ親鳥

集めた漂流物などのゴミ

巣立ったばかりのリュウキュウ
アカショウビン
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

　

65
歳
未
満
で
発
症
す
る
認
知
症

を
「
若
年
性
認
知
症
」
と
言
い
ま

す
。
社
会
や
家
庭
で
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
働
き
盛
り
で
の
発

症
と
な
る
た
め
、
仕
事
や
家
事
に

支
障
が
生
じ
る
な
ど
、
高
齢
者
が

認
知
症
を
発
症
し
た
場
合
と
は
異

な
る
経
済
上
・
日
常
生
活
上
の
問

題
が
生
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
早
期
診
断
・
早
期
対

応
に
よ
り
、
症
状
を
改
善
す
る
だ

け
で
な
く
、
早
期
か
ら
適
切
な
ケ

ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

早
期
に
助
言
を
受
け
る
こ
と

が
、適
切
な
治
療
環
境
を
見
つ
け
、

将
来
の
生
活
に
向
け
た
準
備
を
進

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

奄
美
で
は
、
若
年
性
認
知
症
の

多
く
が
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
に
関
連

し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

少
し
で
も
疑
問
や
不
安
が
あ
れ

ば
、
早
め
に
相
談
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
相
談
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
６
５
・
３
５
２
２
）

ま
た
は
左
記
窓
口
へ
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

〔
予
防
の
た
め
に
〕

・
喉
が
渇
く
前
か
ら
こ
ま
め
に
水

分
補
給
。

（
体
に
浸
透
す
る
の
に
15
〜
20
分

も
か
か
る
。）

・
早
朝
は
、
一
日
の
中
で
も
発
症

の
多
い
時
間
帯
。
就
寝
の
前
後
に

も
水
分
補
給
を
！

（
寝
て
る
間
は
水
分
を
と
ら
な
い

こ
と
や
血
圧
が
下
が
る
た
め
血
流

が
滞
り
、
詰
ま
り
や
す
く
な
る
。）

・
飲
酒
は
控
え
る
。（
ア
ル
コ
ー

ル
は
利
尿
作
用
が
あ
る
た
め
、
脱

水
に
な
り
や
す
い
。）

若
年
性
認
知
症
を

　
　
　
　

ご
存
知
で
す
か
？

　

脳
卒
中
の
中
で
も
、脳
梗
塞
は
、

夏
場
に
最
も
多
く
な
り
ま
す
。
夏

は
脱
水
に
よ
る
体
内
の
水
分
不
足

で
、
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
り
血

管
が
つ
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

心
筋
梗
塞
の
危
険
も
高
く
な
り
ま

す
。

　

動
脈
硬
化
の
進
み
や
す
い
肥

満
・
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血

症
な
ど
あ
る
人
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

 
若年性認知症の相談窓口をご利用ください

☎ 099-251-4010
相談日時：月～金曜日　10時～ 16時
（祝日及び年末年始は除きます）

公益社団法人　認知症の人と家族の会　鹿児島県支部

 

夏
は
脳
卒
中
に
も
ご
注
意

〔脳梗塞の前触れの可能性のある症状〕

○ 片方の手に急に力が入らなくなり、はしやペン
を落とす。
○片方の手や足がしびれたり、感覚がなくなる。
○片方の目が見えなくなり、視野が欠ける
○足元がふらついたり、めまいがおこる。
＊ 一時的な症状ですぐ改善したとしても、すぐ医
療機関を受診しましょう。10 ～ 15％が 3ヶ月
以内に脳梗塞を発症、その半分は 48時間以内だ
と言われています。

佐々木 太
た い し

志 くん 實 心
こ は な

花 ちゃん福村 優
ゆ う な

奈ちゃん上地 琥
こ た ろ う

太郎 くん

３歳児健診で虫歯ゼロだったよ!!３歳児健診で虫歯ゼロだったよ!!
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　喜界町は、平成 29 年７月に無形民俗文化財２件、天然記念物　喜界町は、平成 29 年７月に無形民俗文化財２件、天然記念物

１件、有形民俗文化財２件を指定しました。これにより喜界町の１件、有形民俗文化財２件を指定しました。これにより喜界町の

指定文化財は、56 件となりました。指定文化財は、56 件となりました。

　ここでは、今回新たに指定した５件を紹介します。　ここでは、今回新たに指定した５件を紹介します。

志戸桶八月踊り（無形民俗文化財）

　八月踊りは古くはミヤ踊りとも言われ、旧暦８月 25

日、９月 15 日の島遊び（豊年祭）に行われている。唄・

踊りは、円陣を作り、二手に分かれ、女性を中心の交

互唄で行っており、形態的な古さを感じさせる。また、

平成４年には保存会（十五夜会）が結成され、集落内

外に向け、積極的な伝承活動を行っている。

ダイトウウグイス（天然記念物）

　１９８４年の北大東島での目撃を最後に記録がなく

絶滅したと考えられていたが（２００６年の環境省の鳥

類レッドリストで絶滅）、２００８年５月の本町での調

査で、羽が緑色の本州のウグイスと異なり赤褐色が強い

などダイトウウグイスの特徴を確認するとともに、成鳥

１５羽の確認、巣や卵を初めて撮影することに成功した。

ノロ神具：髪の毛  櫛
くし

（有形民俗文化財）

　重家（小野津）に代々伝承されていた品。２点とも

先祖伝来の遺品として大切に管理し、年一度、七夕の

日に取り出して拝んでいた。当地におけるノロ祭祀の

成立に関わる背景や地域性を示唆するものと言える。

柄鏡群（有形民俗文化財）

　所有者の米盛氏の親戚にあたる相良氏が、戦前に島

内の旧家より収集したもの。当時は 127 枚あったと記

録されているが、現在は 58 枚しか確認できていない。

年代観としては、その多くは 18 世紀後半から 19 世紀

前半にかけてのものが主体を占める。当時の地理的状

況を反映しているものと考えられる。

島中棒踊り（無形民俗文化財）

　島中集落の棒踊りは伝授されて 100 年近くになると

言われている。この棒踊りは、年１回亥の日遊び（豊

年祭）で披露され、祭りに華をそえている。年齢構成は、

中学生から壮年までで、保存会は結成されていないが、

集落に伝わる伝統文化を残そうと頑張っている。
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Kikaij ima information

2017.8きかいかわら版
里地区子ども会育成会表彰！中ども 110 番の家が増えたよ！

　アイショップ喜界店が７月 13 日、「子ども
110 番の家」に委嘱された。「子ども 110 番
の家」とは、子どもが犯罪等の被害に遭ったり、
又は遭いそうになった場合に犯人（又は不審
者）から逃れるための緊急避難所になったり
警察への通報場所となる施設のこと。

子

夕おはなし会を開催！七

　今年も七夕おはなし会が７月１日、町図書館に
おいて開催された。レクリエーションに絵本の読
み聞かせや映画上映などが行われ、親子連れや友
達連れで楽しむ子どもたちの姿が多く見られた。

防団危険予知訓練を実施！

　消防団危険予知訓練（S-KYT）が７月２日、自然
休養村管理センタにて行われた。この訓練は、団
員一人ひとりの危険への感受性を高め、現場で適
切な対応ができるようにする訓練。会場内では、真
剣な表情で訓練に取り組む団員らの姿が見られた。

消

　中里地区子ども会育成会が県子ども会連絡
協議会表彰を受けた。これは、日頃からの活
動が評価されたもので、伝統的な集落行事で
あるソーメンガブーやフユンミーへの子ども
たちの積極的な参加へ尽力したことなどが高
く評価された。

界町観光振興計画を策定！喜
喜界町観光振興計画が平成 29 年３月、策定さ

れた。これは、人口減少が急速に進むなか地域の
活力の維持には交流人口の拡大が必要となること
や、世界自然遺産登録に向けた動きなどにより奄
美地域に観光の追い風が吹いている状況において、
地域資源の保護の視点を含めた喜界島に合った観
光の方向性を明らかにすることを目的として策定
されたもの。
　本町観光の現状や課題を分析したうえで、観光
振興に向けた理念や方針、基本施策を定めており、
また、計画実現に向けた協議会の設置や、計画期
間（５年間）終了時の目標値なども掲載されている。
　住んで良し訪れて良しの観光を進める上での指
針となる当計画。町民の皆様にもぜひご一読いた
だきたい。町ホームページでの閲覧や企画観光課
及び町図書館にも冊子が置かれている。

豊かな自然や伝統行事も大切な観光資源
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～最高の夕暮れと音楽に酔いしれる～

スギラで夕日に包まれて －喜界島音祭り－

　
「
ス
ギ
ラ
で
夕
日
に
包
ま
れ
て
ー

喜
界
島
音
祭
り
」と
題
し
た
野
外

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
７
月
30

日
、ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
多
目
的
広
場
で

開
か
れ
た
。複
数
の
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
に
よ
る
島
初
の
本
格
的
野

外
コ
ン
サ
ー
ト
。出
演
者
は
、島
出

身
で
こ
の
日
の
た
め
に
再
結
成
し
た

「
d
o
k
i
ー
d
o
k
i
」、島
出

身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
東

郷
晶
子
さ
ん
、奄
美
大
島
出
身
の

中
孝
介
さ
ん
、国
内
メ
ジ
ャ
ー
シ
ー

ン
で
活
躍
し「
さ
よ
な
ら
大
好
き
な

人
」な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
持
つ「
花
＊

花
」、同
じ
く「
桜
」な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲

を
持
つ
河
口
恭
吾
さ
ん
ら
５
組
で
、

全
26
曲
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
カ
バ
ー

曲
を
披
露
し
た
。島
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
多
く
の
聴
衆
は
、夏
の
夜
の

ひ
と
時
を
楽
し
ん
だ
。

　

実
行
委
員
長
の
栄
忠
則
さ
ん
は

「
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
と
い
う
最
高
の
環

境
の
下
、素
晴
ら
し
い
音
楽
を
届

け
、皆
に
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の

思
い
が
原
点
。多
く
の
幸
せ
そ
う
な

笑
顔
に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら
、来
年

以
降
も
開
催
し
て
い
き
た
い
」と
話

し
た
。

喜
界
島
初
の
野
外
フ
ェ
ス

　

５
２
０
人
の
聴
衆
を
集
め
る

笑顔と元気と歌声で魅了した島出身の東郷晶子さん５年ぶりの再結成でオープニングを飾った「doki-doki」

聴衆と一体となってフェスを盛り上げた「花＊花」のお２人美しい裏声で魅了した奄美大島出身の歌手 中孝介さん

優しく柔らかな歌声とトークで聴衆を虜にした河口恭吾さん最後は出演者全員で「デイ・ドリーム・ビリーバー」を熱唱
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第
３
回　

喜
界
島
産
マ
ン
ゴ
ー
の
紹
介
！

　

こ
ん
に
ち
は
、
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
の

輝
政
和
で
す
。
今
回
は
、喜
界
島
産
マン
ゴ
ー

の
紹
介
を
し
ま
す
。

　
マ
ン
ゴ
ー
は
、
イ
ン
ド
原
産
の
ウ
ル
シ
科
植

物
で
約
４
千
年
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

現
在
で
は
世
界
中
に
５
０
０
種
類
ほ
ど
あ
り

ま
す
。
種
類
に
よ
って
果
実
の
色
や
風
味
な

ど
が
様
々
で
、
海
外
か
ら
も
色
々
な
種
類
のマ

ン
ゴ
ー
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

産
マ
ン
ゴ
ー
の
特
徴
は
、
マ
ン
ゴ
ー
を
樹
上
で

完
熟
状
態
に
し
て
収
穫
す
る
た
め
濃
厚
な
味

わ
い
と
な
り
ま
す
。

　

喜
界
島
で
生
産
さ
れ
て
い
る
マ
ン
ゴ
ー
は
、

一般
的
に
ア
ッ
プ
ルマ
ン
ゴ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る

「
ア
ー
ウ
ィ
ン
種
」
で
、
ア
メ
リ
カ
フ
ロ
リ
ダ

州
が
原
産
地
で
す
。
元
宮
崎
県
知
事
の
東

国
原
氏
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
全
国
的
に

有
名
に
な
っ
た
「
太
陽
の
卵
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
マ
ン
ゴ
ー
も
同
じ
種
類
で
す
。
生
産
量

は
１
位
沖
縄
県
、
２
位
宮
崎
県
、
３
位
鹿
児

島
県
で
す
。

　

実
は
こ
の
喜
界
島
、
今
か
ら
32
年
前
の
昭

和
61
年
に
は
、
ウ
リ
ミ
バ
エ
解
禁
後
の
有

望
作
物
と
し
て
大
阪
や
鹿
児
島
の
市
場
に

マ
ン
ゴ
ー
を
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
歴
史
あ
る
喜
界
島
産
マ
ン
ゴ
ー
は
生
産

者
の
愛
情
や
南
国
の
太
陽
の
恵
み
、
隆
起

サ
ン
ゴ
礁
由
来
の
土
壌
の
恵
み
を
受
け
、

他
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ン
ゴ
ー
に
も
引
け
を

取
ら
な
い
美
味
さ
と
濃
厚
さ
を
持
ち
合
わ

せ
た
マン
ゴ
ー
な
の
で
す
。

　

喜
界
島
産
マ
ン
ゴ
ー
は
、
カ
ッ
ト
し
て
そ

の
ま
ま
食
べ
て
も
お
い
し
い
で
す
が
、
ス

イ
ー
ツ
に
す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。
そ

こ
で
今
回
、家
庭
で
も
簡
単
に
で
き
る
「
マ

ン
ゴ
ー
ラ
ッ
シ
ー
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
ベ
ー
ス
に
し
て
作
ら
れ
て

い
る
イ
ン
ド
料
理
の
飲
み
物
が「
ラ
ッ
シ
ー
」

で
す
。
そ
れ
に
マン
ゴ
ー
を
入
れ
る
だ
け
で

「
マ
ン
ゴ
ー
ラ
ッ
シ
ー
」
の
出
来
上
が
り
で

す
。
パッ
シ
ョン
フ
ル
ー
ツ
果
汁
を
入
れ
て

酸
味
を
加
え
る
と
、
さ
ら
に
贅
沢
な
逸
品

と
な
り
ま
す
。「
マ
ン
ゴ
ー
ラ
ッ
シ
ー
喜
界

島
スペ
シ
ャ
ル
」
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

喜
界
町
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

喜
界
町
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

～
サ
ン
ゴ
礁
の
恵
み
通
信
～

～
サ
ン
ゴ
礁
の
恵
み
通
信
～

最高のロケーションと音楽を楽しもうと多数の聴衆が詰めかけた

「マンゴーラッシー喜界島
スペシャル」の作り方
【原材料】
マンゴー果肉　　　　200g
ヨーグルト無糖　  　100g
牛乳　　　　　　　　300g
ザラメ　　　　　　　50g
パッションフルーツ果汁　２個分

　上記をミキサーにかけ、マン
ゴーの果肉が無くなるまで攪

かくはん

拌
してできあがりです。牛乳やザ
ラメは、お好みで調整すると良
いです。牛乳を少なくすると濃
厚で贅沢な味わいになります。
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さまざま情報 インフォメーション

荒  木  盆  祭
有料広告

鹿児島県立喜界高等学校
創立７０周年記念事業支援のお願い

有料広告

［事務局］鹿児島県立喜界高等学校内　創立７０周年記念事業実行委員会

　　　　 鹿児島県大島郡喜界町赤連 2536番地　TEL 0997-65-0024　FAX 0997-65-0217

　喜界高等学校は、平成３１年に
学校創立７０周年を迎えます。
　本実行委員会は創立７０周年の
記念事業の一環として、とりわ
け「学校環境の整備充実」を図

る目的で新校舎の完成に合わせ

て募金活動を行っています。

　一島一校の喜界高等学校をより良き学園とするため、各界の皆様からの記念行事・事業に対する
格別なるご理解とご支援をお願い申し上げます。

　●　記念行事 ・ 事業 （平成３１年実施予定）

　　　 慰霊祭、 記念式典、 記念講演、 学校環境の整備充実、 同窓会名簿 ・ 記念会報の発行 ・ ・ 等

　●　募金計画 （平成２９年７月から平成３０年１月末まで）

　　(1) 募金目標額　  　　　１，６００万円

　　(2) 募　 金　 額　一口　３，０００円以上

　　(3) 募金の方法　お手数ですが事務局へご連絡ください。 「払込取扱票」 をお届けします。

新校舎平成30年3月落成予定

日本舞踊　紀乃元流　生徒募集日本舞踊　紀乃元流　生徒募集

　この機会にぜひ、男女児童・生徒や大人の方も年齢問わずいっしょに

お稽古はじめませんか？

　　講　　　師　　　　紀乃元流師範　川島　嘉吉　　講　　　師　　　　紀乃元流師範　川島　嘉吉

　　時間・費用　　　　連絡先までお問い合わせください　　時間・費用　　　　連絡先までお問い合わせください

　　お問い合わせ　　　０９０－６６７３－５５４６　　お問い合わせ　　　０９０－６６７３－５５４６

有料広告
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　農業委員会の運動的取組として、毎年1回、8月
頃に喜界町全農地を対象とする「農地パトロール（利
用状況調査）」を行っております。
　各担当地区の農業委員・農地最適化推進委員を中
心とし、地域の農地利用の総点検を行います。
　内容としては、①遊休農地の実態把握と発生防止・
解消、②農地の違反転用発生防止対策等を重点的に
取り組むこととしております。
　町民の皆様のご協力よろしくお願いいたします。

　毎月第4土曜日に北海道のFMラジオ局「radio 
T × T FM dramacity」の番組「お～い喜界島」
で島の情報を発信中です。喜界町地域おこし協力隊
員と広報きかい担当者、そして毎月変わる島のゲス
トで島の魅力を発信しています。次回放送は、9月
23日（土）の午後3時30分からです。スマートフォ
ンやパソコンを使って全国どこでも聴くことができ
ますので、詳しくは右の案内をご覧ください。
　この機会に、ぜひご視聴ください。

農業委員会からのおしらせ２
「農地パトロールについて」

企画観光課からのおしらせ
「喜界島と北海道をつなぐラジオ番組放送中」
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町からのおしらせ
Information from town 

　住民課では、毎月２回、水曜日に無料法律相談
会を開催しています。登記、相続、債務、その他
法律問題でお悩みの方は、ぜひご利用ください。
【 9 月の無料法律相談会開催日程】

☆事前の予約を受付いたします。
　[ 開催日の２日前まで（土日祝を除く平日8：30～17：15）]
【予約・問い合わせ先】
　住民課生活環境係　☎６５－３６８７

●老齢基礎年金の受給額を増やしたい方
　60歳～65歳になるまで任意加入をした上で保険
料を納めることにより、満額（40年）受給に近づけ
ることができます。（厚生年金や共済組合に加入して
おらず老齢基礎年金の繰上げ受給をしていないとき）
● 老齢基礎年金の受給資格（納付 ･免除 ･合算対象
期間の合計が 10年以上）を満たしていない方
　最長70歳になるまで任意加入をした上で保険料
を納めることにより、受給権を確保することがで
きます。（65歳以降の任意加入は昭和40年 4月 1
日以前に生まれた方）
●海外に在住する日本国籍を持つ方
　日本に住所を有しなくなった時は、強制加入被保
険者ではなくなりますが、任意加入をして保険料を
納めることにより、保険料納付済み期間に応じた老
齢基礎年金を受け取ることができます。
※ 任意加入をしない場合の海外居住期間は、合算対
象期間になります。（年金額には反映されないが
受給資格期間として計算される）
●問い合わせ　
　住民課国民年金係　　☎６５－３６８７
　奄美大島年金事務所　☎５２－４３４１

　「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、専修学校、
各種学校や外国の高校、大学等に入学・在学するお
子さまをお持ちのご家庭を対象とした公的な融資制
度です。

開催日 場　所 時　間

平成29年9月 6日（水）役場研修室 13:30 ～ 16:00

平成29年9月20日（水）早町支所 13:30 ～ 16:00

住民課からのおしらせ 1　
「司法書士による無料法律相談会の開催」

住民課からのおしらせ 2　
「国民年金の任意加入制度について」

●ご融資額
　お子さま１人につき350万円以内
●金利
　年1.81％※母子家庭の方などは1.41％
　（平成29年６月30日現在）
●ご返済期間
　15年以内※母子家庭のかたなどは18年以内
●ホームページ
　「国の教育ローン」で検索
●お問い合わせ
　教育ローンコールセンター
　　☎０５７０－００８６５６（ナビダイヤル）
　　☎０３－５３２１－８６５６

　この度、任期満了により新たに11名の農業委員
が任命されました。
　また、今回より新設の農地利用最適化推進委員が
5名委嘱されました。
　重点業務である、農地等利用の最適化の推進を
図ってまいります。農地の利用についてご相談等ご
ざいましたらお気軽にお声かけ下さい。

任期：平成29年 7月20日～平成32年 7月19日

教育委員会からのおしらせ
「国の教育ローンのご案内」

農業委員会からのおしらせ１
「新農業委員・農地利用最適化推進委員の紹介」

役職 氏名 住所 担当地区
会長 久永照光 伊実久 旧早町小校区
副会長 吉岡強 池治 赤連・池治
農業委員 弘岡稲子 佐手久 旧志戸桶小校区
農業委員 禎正利 島中 旧滝川小校区
農業委員 竹本欣弥 小野津 旧小野津小校区
農業委員 澄岡美和子 上嘉鉄 旧上嘉鉄小校区
農業委員 槇清志 中里 中里・羽里・山田
農業委員 益田豊一 荒木 旧荒木小校区
農業委員 晴峯武洋 西目 旧坂嶺小校区
農業委員 麓義信 湾 湾・川嶺
農業委員 永野保 花良治 旧阿伝小校区
推進委員 田畑武八 浦原 旧上嘉鉄小校区

推進委員 薫勇治 小野津 旧小野津小校区旧志戸桶小校区

推進委員 永政幸 中熊 旧滝川小校区
旧坂嶺小校区

推進委員 保科一美 阿伝 旧早町小校区
旧阿伝小校区

推進委員 豊富喜雄 羽里 旧湾小校区
旧荒木小校区
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＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

－－今月の題字今月の題字－－

開　あおい開　あおいちゃんちゃん  　二宮  　二宮 碧碧
あお いあ お い

海海 くん（左、６歳）　 　 くん（左、６歳）　 　香香
かすみか す み

澄澄さん（右、小４）さん（右、小４）

【中間】【中間】

　むるむるニコニコの女の子
　あおい、一歳おめでとう。めきめきと色々な事が出来
るようになって、ますます目が離せません。イタズラ好き
だけど、そんなあなたがみんな大好きです。これからも
沢山泣いて、沢山笑ってすくすく育ってね。（保護者より）

（母　ひとみ）（母　ひとみ）（父　（父　孝孝
たかゆきたかゆき

行行・母　・母　己己
み おみ お

生生））

【大朝戸】【大朝戸】

　バドミントン・バレーと体を動かすことが好
きな香澄。かけっこが大好きで好奇心旺盛な碧
海。二人とも仲良しで、喜界島にきて友達もた
くさんできました。これからも姉弟仲良く大き
くなってね。　　　　　　　　　　（保護者より）

　今月の広報『きかい』の題字は喜界高校普通
科３年生の３人。「将来の夢」を尋ねてみました。
　今回の３人は「保育士か幼稚園教諭になりた
い」と共通の夢。夏樹さんは「まだ小さい妹や
弟がいて、かわいくてたまらない。子どもたち
一人ひとりを観察して子どもの気持ちを理解し
てあげられる先生になりたい」。にちなさんは「12
歳下のかわいい妹が生まれたことがきっかけで
夢を目指すようになった。自らも子どもと一緒に
成長しながら、純粋で真っ直ぐに子どもたちを
育ててあげたい」。里菜さんは「親戚の子が会
う度に成長するのを見て、いろんな子の成長す
る姿を見たいと思うようになった。子ども一人
ひとりの個性を伸ばして成長を手助けしてあげ
たい」。３人とも夢に向かって今できることを精
一杯がんばれ。ちばりよ～島の宝子たち ! !

　霜田　夏
なつき

樹さん　　『き』
　英　にちなさん　　『か』
　酒井　里

り な

菜さん　　『い』

～ 島 の 野 鳥 た ち ～

▶ブッポウソウ目カワセミ科のリュウキュウアカショウビン。春
から夏にかけて、朝夕に大きな声でよく鳴く。全身赤かっ色で
特にくちばしと足は鮮やかな赤色。カニ、カエル、トカゲ、魚
などを捕らえて食べ、土や柔らかい木に穴をあけて営巣する。
本土ではかなり深い森で繁殖しているが、奄美では生息密度が
高く、民家の木や海岸近くの林などでも繁殖する。

▶スズメ目ヒタキ科のセッカ。本州以南の平地や草原などに生
息し、奄美群島でも農耕地や草地などで繁殖している。よくサ
トウキビ畑の上をヒッヒッヒッと鳴きながら飛び回り、下降する
ときはチャチャチャと鳴いている。島の方言でヒバリと呼ばれる
が、本物のヒバリは冬季に稀に飛来するだけである。
提供写真は佐藤良子さん（赤連）撮影（関連：12P）

リュウキュウアカショウビンリュウキュウアカショウビン

セッカセッカ

巣立ち直後巣立ち直後【提供写真】【提供写真】

巣立ちまであと1週間ほど巣立ちまであと1週間ほど【提供写真】【提供写真】
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ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
敬
称
略
）

■ 

寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

■ 

一
般
寄
付
金

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
金
）

奥
田　

健け
ん
と叶 　
（
康
博
・
志
戸
桶
）

酒
井　

理り
ゅ
う
と

悠
士 

（
義
仁
・
湾
）

宮　

愛あ
い
る瑠　

 　
（
和
幸
・
赤
連
）

美
島　

向ひ
ま
り葵 　
（
智
秀
・
小
野
津
）

大
山　

結ゆ
い
な菜 　
（
祐
平
・
赤
連
）

　

   

氏　
　

名    　
（
保
護
者
・
住
所
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

  

氏　
　

名　

    

住
所

榮　

鉄
平 　
　
（
上
嘉
鉄
）

榮
田　

美
里　

 （
浦
原
）　

中
島　

武
一

福
本　

俊
一

（
75
才
・
湾
）

（
62
才
・
伊
砂
）

　

 

氏　
　

名　

    （
年
齢
・
住
所
）

岩
野　

亮 　
　
（
赤
連
）

旭　

ゆ
り
か　

 （
赤
連
）　

植
村　

義
彦 　
（
赤
連
）

中
馬　

由
美
子 （
湾
）　

　

  

氏　
　

名　

    

住
所

小
坂　

惠
美

大
谷　

朝
子

青
木　

美
香

景
山　

司

久
保　

祥
夫

岡
本　

吉
晴

下
田　

潤
一

大
江　

啓
史

中
村　

さ
ち
子

英　

辰
次
郎

西
田　

紀
子

北
原　

孝
雄

千
葉
県
千
葉
市

神
奈
川
県
横
浜
市

神
奈
川
県
川
崎
市

北
海
道
帯
広
市

神
奈
川
県
秦
野
市

奈
良
県
香
芝
市

東
京
都
練
馬
区

京
都
府
京
都
市

兵
庫
県
神
戸
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

東
京
都
港
区

神
奈
川
県
座
間
市

長
岡　

努

中
野　

隆
史

林　

貞
次
郎

佐
藤　

誠

渡
邉　

康
平

川
口　

茂
子

中
曽
称　

幸
弘

西
本　

良
博

徳
島　

正
浩

豊
田　

一
男

東
京
都
中
央
区

埼
玉
県
春
日
部
市

東
京
都
練
馬
区

神
奈
川
県
横
浜
市

東
京
都
江
東
区

東
京
都
品
川
区

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
足
立
区

東
京
都
大
田
区

埼
玉
県
久
喜
市

東
京
志
佐
会

　
　

  

会
長　

外
内　

真
一

喜界町の住民基本台帳人口
（平成29年８月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,868 戸（８）
人 口  ・・・・ 7,273 人（▲５）
男   ・・・・ 3,576 人（▲３）
女   ・・・・ 3,697 人（▲２）

（　）は前月比、▲はマイナス

７
月
号
19
Ｐ
「
喜
界
花
壇
」
の
中

村
ひ
ろ
え
さ
ん
の
短
歌
中
の
「
桜

欄
」は
正
し
く
は「
桜
蘭
」で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

  

氏　
　

名　

    

住
所

篤
美　

豊
蔵

中
島　

恵
美
子
大
朝
戸

湾

　

８
月
の
と
あ
る
早
朝
、
澄
み
切
っ
た
空
気
の
中
で
撮
影
し
た
一

枚
。
場
所
は
志
戸
桶
天
神
浜
。
こ
の
時
期
、
美
し
い
夕
日
を
見
る

機
会
は
少
な
く
な
い
が
、
夏
場
の
日
の
出
の
風
景
も
ま
た
素
晴
ら

し
い
も
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
。

　

皆
さ
ん
も
少
し
早
起
き
し
て
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

澄
ん
だ
空
気
の
中
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
た
り

と
日
の
出
を
楽
し
む
。
た
ま
に
は
そ
ん
な
時
間
が
あ
っ
て
も
い
い
。

－－ 今 月 の 風 景今 月 の 風 景 －－

<

萌
葉
会>

第
三
回
ひ
ま
わ
り
苑
の
夏
祭
り　

終
の
住
家
の
踊
り
楽
し
む

ふ
と
ん
干
し
息
子
の
帰
省
待
ち
わ
び
る　

ひ
ま
わ
り
の
花
い
ち
だ
ん
と
輝
き

雨
あ
が
り
眼
に
と
び
こ
む
は
ム
ク
ゲ
花　

真
白
き
姿
い
と
す
ず
や
か
に

亡
父
植
え
し
モ
ク
マ
オ
ウ
一
本
そ
び
へ
立
ち　
「
見
守
っ
て
い
る
よ
」
と
さ
さ
や
き
聞
こ
ゆ

農し

ご

と業
終
え
ま
っ
赤
な
夕
日
眺
め
つ
つ　

ハ
ン
ド
ル
握
る
至
福
の
ひ
と
と
き

幼
子
を
残
し
て
逝
き
し
母
親
の　

胸
中
い
か
に
言
葉
出い

ず
し
て

青
空
に
映
え
て
薄き

い

ろ黄
の
ダ
チ
ュ
ラ
咲
き　

う
だ
る
暑
さ
に
一ひ

と
と
き時

の
涼

り
ょ
う

夏
の
使
者
白し

ろ

ば

え

南
風
野
ば
ら
過
ぎ
に
け
り　

い
よ
よ
本
番
夏
来き

に
け
ら
し

<

「
合
同
歌
集
『
回
顧
・
友
』（
発
行
者　

佐
東
喜
三
郎
）
よ
り>

病
む
身
も
て
旅
立
つ
夫つ

ま

の
身
支
度
を　

整
え
る
妹き

み

の
健
や
か
祈
る

ふ
る
さ
と
の
祭
り
偲
び
つ
発た

つ
夫つ

ま

に　

想
を
託
す
妹き

み

の
寂
し
さ

美
代　

イ
シ

平
島　

初
子

井
澤　

紀
美
子

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

弘
岡　

稲
子

中
村　

ひ
ろ
え

豊
島　

瞳

佐
東　

喜
三
郎

23　Kikai Public Relations 2017.8



喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
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.８

Ｖ
ｏｌ．６

０
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１
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６
５
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１
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１
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　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
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http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

すこ・・・ 旧すこやかセンター
子育・・・   子育て支援センター
コミ・・・ 役場コミュニティホール
トレ・・・ 役場トレーニング室
研修・・・ 役場研修室（平成 29年９月１日～９月 30日迄）

くらしのカレンダーくらしのカレンダー

グラウンド・ゴルフ郡大グラウンド・ゴルフ郡大 子ども議会子ども議会

ウミガメ卵の保護作業ウミガメ卵の保護作業

グラウンド・ゴルフ郡大グラウンド・ゴルフ郡大

ウミガメ産卵場所ウミガメ産卵場所

スギラ野外フェススギラ野外フェス

ウミガメ上陸跡ウミガメ上陸跡

子ども議会子ども議会

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。
毎週月曜日は図書館休館日です
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です

■
実
は
「
広
報
き
か
い
編
集
後
記
」
に
は

強
力
な
ラ
イ
バ
ル
が
い
る
。
そ
の
名
も
「
広

報
ひ
お
き
編
集
た
い
む
」。
■
各
市
町
村
ご

と
に
発
行
さ
れ
る
広
報
紙
。
鹿
児
島
県
内

の
広
報
紙
は
総
じ
て
レ
ベ
ル
が
高
く
、
毎

年
の
よ
う
に
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入

選
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て

「
広
報
ひ
お
き
」
は
、あ
る
意
味
異
彩
を
放
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
紙
面
は
読
み
や
す
く
、

し
っ
か
り
し
た
い
い
も
の
を
作
っ
て
い
る

の
だ
が
、
何
と
い
っ
て
も
広
報
紙
の
最
後

に
書
か
れ
る「
あ
と
が
き
」が
抜
群
な
の
だ
。

文
章
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
愛
娘
へ
の
愛

情
と
「
親
ば
か
」
ぶ
り
を
あ
え
て
前
面
に

出
し
た
「
編
集
た
い
む
」
が
た
ま
ら
な
い
。

同
じ
子
育
て
世
代
と
し
て
時
に
は
爆
笑
し
、

時
に
は
ジ
ー
ン
と
こ
み
上
げ
る
も
の
を
押

さ
え
な
が
ら
読
ん
で
い
る
の
だ
が
、
不
審

そ
う
に
こ
ち
ら
の
様
子
を
伺
う
同
僚
と
目

が
合
う
の
が
玉
に
き
ず
だ
。
■
担
当
者
研

修
会
な
ど
を
通
じ
、
互
い
に
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
県
内
広

報
紙
。
役
場
正
面
玄
関
突
き
当
た
り
の
大

画
面
テ
レ
ビ
脇
に
県
内
広
報
紙
展
示
コ
ー

ナ
ー
が
あ
る
。
ぜ
ひ
一
度
、「
広
報
ひ
お

き
」
を
は
じ
め
と
す
る
他
市
町
村
の
広
報

紙
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
正
直

「
広
報
き
か
い
」
よ
り
も
い
い
紙
面
に
た
く

さ
ん
出
会
う
は
ず
だ
。「
広
報
き
か
い
で
も

○
○
町
の
△
△
特
集
の
よ
う
な
記
事
や
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
の
も
大
歓
迎
で
あ
る
。

■
広
報
「
き
か
い
」
も
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
。

ど
ん
な
困
難
が
あ
ろ
う
と
も
絶
対
に
負
け

ら
れ
な
い
の
だ
。「
愛
嬌
日
本
一
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
・・・（
笑
）（
夏
目
）

編
集
後
記

日 月 火 水 木 金 土
9/1 9/2

●赤ちゃんおは
なし会【図書館
11：00～】
●2学期始業式

●やるき塾【ｺ
ﾐ１４：００～】

9/3 9/4 9/5 9/6 9/7 9/8 9/9
●上嘉鉄盆踊り
前夜祭

●上嘉鉄盆踊り
●上嘉鉄ソフト
ボール大会
●佐手久夏祭り

●上嘉鉄盆踊り ●無料法律相談
【研修13：３０～
１６：００】

●資料休館日
【図書館】

●体操教室
【コミ１9：０0～】
●土曜授業

9/10 9/11 9/12 9/13 9/14 9/15 9/16

●喜界高校体
育大会
●体操教室
【コミ9：30～】

●母子相談
【子育11：00～
１２：00】

●団体貸出（各
保・てくてく・子
支援・早児童）
【各施設】
●奄美病院巡回診
療【診療所8:30～】
●登記相談【研修
９：０0～13:00】

●子育て支援来館
（読み聞かせ・紙
芝居・ミニ映画）【図
書館11:００～】

●3歳児健診
【すこ１３：１５～】
●やる気塾
【コミ１４：００～】

9/17 9/18 9/19 9/20 9/21 9/22 9/23
●喜界中学校体
育大会
●浦原集落レク
レーシﾖン
●敬老会【滝川、
伊砂、塩道、川嶺】

●敬老会【坂
嶺、伊実久、早
町、嘉鈍】

●うもーり図書
館（～９/22）
一般向け映画
鑑賞会【図書
館】

●早町小団体
貸出第 3期（1
年～ 3年）【早
小13：００～】
●無料法律相談
会【支所１3:３０～】

●早町小団体
貸出第 3期（4
年～６年）【早小
13：００～】

●秋分の日
●「お～い喜
界島」ラジオ
放送【13：30
～ P20 参照】

9/24 9/25 9/26 9/27 9/28 9/29 9/30
●喜界小・早
町小運動会

●2歳・2歳半児
歯科健診【すこ
13：１５～】
● 8月遊び（花
良治）
●シチャミ・シチ（阿
伝・白水・早町・塩道・
荒木・小野津）

● 8月遊び（花
良治）

●やる気塾
【コミ１４：００～】
●特別お話し会
（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ
映画）【図書館
１４：００～】
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